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針谷市長からの
メッセージ

　夏の暑さも次第に和らぎ、少しずつ秋の気配を
感じるようになりました。秋と言えば読書や芸
術・スポーツなど、さまざまな代名詞がありま
す。私はもっぱら食欲の秋ですが…。
　古河市名誉市民・古河大使で直木賞作家の永井
路子さんが逝去され、はや8カ月。今後、特別展
やお別れの会の開催も予定されています。秋の夜
長、永井さんが残された多くの作品に触れ、思い
を巡らせてみてはいかがでしょうか。
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全国へ、そして世界へ
古河のモノづくり力

＜特集＞
永井路子さんをしのんで

◆森林環境税(国税)の課税開始と市・県
　民税の税制改正のご案内
◆高齢者外出支援タクシー運賃助成
　�「ふくとく・チケット」が始まります
/古河市SDGsパートナーを募集して
います

◆10月18日は「統計の日」です/全国
　大会出場・表彰

健康百科/私のオススメ!!
キラリ古河ビト
今月の古河っ子/わたしの夢
古河歴史見聞録
図書館の本棚から/Another sky
まちの話題Report！
古河っ子だより
古河インフォメーション
お知らせページ/広告
わたしのこがでくらすと/読者アンケー
ト　

　最近、本を読みましたか？　忙しい毎日で、な
かなか時間を取れない人も多いと思いますが、気
分転換に読書をして心をリフレッシュしてみるの
もいいかもしれません。
　この秋、心に残るとっておきの一冊を見つけて
みませんか。

今月の表紙は
「とっておきの一冊」
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■会社概要

仕事を通し人格を高め、お客様と社員の幸福の創造をします

鶴田電機株式会社

▲本社(左上)と尾崎工場(左下)の外観。当社製品にはロゴマーク
(右)が入っています

会社名：鶴田電機株式会社
住所：下大野1793-1
電話番号：92-5225
従業員数：150人
年商：30億円(2022年8月期)

　
当
社
は
脱
炭
素
社
会
を
構
築
す
る
た
め

に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の

推
進
を
通
し
て
、
地
球
未
来
の
持
続
可
能

性
を
追
求
す
る
創
業
50
年
の
も
の
づ
く
り

企
業
で
す
。
太
陽
光
発
電
用
ト
ラ
ン
ス
の

開
発
に
よ
り
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
を
促
進
し
、SD

G
s

に
取
り
組
み
「
持

続
可
能
な
世
界
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
地
元
企
業
と
し
て
、
古
河
市
の
防

災
協
力
事
業
所(

非
常
用
電
源
の
開
放)

に

登
録
し
て
お
り
、
災
害
発
生
時
に
は
保
有

す
る
資
源
の
提
供
等
を
す
る
な
ど
、
防
災

活
動
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
持
続
可
能
性
の
追
求
を
使

命
と
捉
え
、
人
類
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に

対
し
て
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
み
続
け
て
い

き
ま
す
。
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36歳
昭和36年

33歳
昭和33年

永

さ
ん
を
し
の
ん
で

子
路
井

０歳
大正14年

３
月
31
日
、
東
京
市
本
郷
区
弥
生
町
に
生
ま
れ
、
程
な
く
古
河
に
移
る

6歳
昭和6年

古
河
女
子
尋
常
高
等
小
学
校
入
学

（
現
：
古
河
第
一
小
学
校
）

16歳
昭和16年

東
京
女
子
大
学
国
語
専
攻
部
入
学
。

在
学
中
の
愛
読
書
は
『
万
葉
集
』

12歳
昭和12年

茨
城
県
立
古
河
高
等
女
学
校
入
学

（
現
：
古
河
第
二
高
等
学
校
）

19歳
昭和19年

東
京
女
子
大
学
国
語
専
攻
部
卒
業

22歳
昭和22年

東
京
大
学
経
済
学
部
の
聴
講
生
と
な
り
日
本
経
済
史
を
学
ぶ

24歳
昭和24年

東
京
大
学
聴
講
生
の
時
に
知
り
合
っ
た
黒
板
伸
夫
氏
と
結
婚
。
小
学
館
に
入

社
、
創
刊
準
備
中
の
『
女
学
生
の
友
』
の
編
集
に
携
わ
る

筆
名
永
井
路
子
を
使
い
始
め
る

『
オ
ー
ル
讀
物
』
４
月
号
に
発
表
し
た
『
青せ

い

苔た
い

記き

』
が
第
45
回
直
木
賞
候
補

に
選
ば
れ
た
の
を
機
に
小
学
館
を
退
社

　
古
河
ゆ
か
り
の
直
木
賞
作
家
で
、
古
河

市
名
誉
市
民
・
古
河
大
使
で
も
あ
っ
た
永

井
路
子(

本
名
：
黒
板
擴ひ

ろ

子こ)

さ
ん
。
20
年

余
り
を
古
河
で
過
ご
し
た
後
も
、
出
版
や

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の

活
動
を
通
じ
て
古
河
を
Ｐ
Ｒ
し
、
市
の
名

声
を
全
国
的
に
高
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
古
河
歴
史
博
物
館
や
古
河

文
学
館
等
の
開
館
の
際
に
多
額
の
寄
付
や

２
万
点
以
上
に
の
ぼ
る
肉
筆
原
稿
、
執
筆

資
料
・
蔵
書
等
を
寄
贈
し
、
市
内
中
学
校

等
の
校
歌
策
定
に
お
け
る
助
言
協
力
を
行

う
な
ど
市
の
教
育
・
文
化
面
で
も
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
郷
里
を
離
れ
て
な
お
、
愛
情
を
注
い
で

く
だ
さ
っ
た
永
井
さ
ん
の
一
生
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
功
績
や
作
品
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

昭和15年、古河高等女学校の友人と
（右から2人目）

昭和28年『女学生の友』の編集室

女
性
の
役
割
に
光
を

当
て
た
歴
史
小
説
家
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97歳
令和5年

84歳
平成21年

82歳
平成19年

78歳
平成15年

73歳
平成10年

39歳
昭和39年

同
人
誌
『
近
代
説
話
』
に
掲
載
し
た
『
悪あ

く

禅ぜ

ん

師じ

』『
黒く

ろ

雪せ

っ

賦ぷ

』『
い
も
う
と
』
に
『
覇は

樹じ

ゅ

』
を
書
き
加
え
『
炎え

ん

環か

ん

』
と
題
し
て
出

版
。
こ
の
作
品
で
第
52
回
直
木
賞
を
受
賞

54歳
昭和54年

『
炎
環
』『
北
条
政
子
』『
つ
わ
も
の
の
賦ふ

』『
相
模
の
も

の
の
ふ
た
ち
』
な
ど
を
原
作
に
、
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

「
草
燃
え
る
」
放
映

57歳
昭和57年

72歳
平成9年

『
氷
輪
』
で
第
21
回
女
流
文
学
賞
を
受
賞

『
山
霧
』『
元
就
、
そ
し
て
女
た
ち
』
を
原
作
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
毛
利
元
就
」
放
映
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
賞
受
賞
。
茨
城
県
特
別
功
績
章
受
章

永
井
路
子
さ
ん
の
蔵
書
を
中
核
資
料
と
し
て
、
古
河
文
学
館
開
館

古
河
市
名
誉
市
民
と
な
る
。
10
月
、
古
河
文
学
館
に
て
特
別
展
「
永
井
路
子
展
」

開
催
。
特
別
展
開
催
に
合
わ
せ
、
永
井
路
子
旧
宅
を
修
復
し
一
般
公
開
開
始

１
月
27
日
、
逝
去

『
岩い

わ

倉く
ら

具と
も

視み

―
言
葉
の
皮
を
剥む

き
な
が
ら
』
で
第
50
回
毎
日
芸
術
賞
を
受
賞

初
代
古
河
大
使
に
就
任

97years of life

>>>>>

昭和43年、川端康成邸にて

 平成15年、修復された永井路子旧宅と開館記念式典

平成21年、古河文学館テーマ展記念講
演会「『岩倉具視』で言いたかったこと」

昭和57年『氷輪』サイン会

昭和40年、直木賞
授賞式での永井夫妻

>>>>>
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11月5日㈰14時(関係者のみ)
※15時30分～19時まで、一
般向けの献花を行います。
平服でご参加ください。
古河文学館
古河文学館℡21-1129　　

日時

場所
問

お別れの会古河文学館 特別展

期間
時間

費用

10月28日㈯～12月24日㈰

9時～17時(入館は16時30分

まで)

200円

(小中高生50円)

　特別展について、担当学芸員
が永井先生との思い出話やイチ
推し資料を紹介・解説します。

日時
定員
申込
問　

11月11日㈯①11時②14時

各15人
10月14日㈯9時～ 　　
古河文学館

℡21-1129

ギャラリートーク

追 悼 に 寄 せ て

永
井
路
子
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
。

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

ボ
ク
が
漫
画
家
に
な
っ
た
の
も
、

永
井
路
子
さ
ん
の
ひ
と
言
。

「
渡
瀬
さ
ん
は
漫
画
家
に
な
り
た
い
ん
だ
」

ま
た
二
足
の
わ
ら
じ
で
悩
ん
で
い
た
頃
は
、

「
漫
画
家
の
世
界
は
大
変
だ
か
ら
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
を
続
け
て
、
漫
画
は
趣
味
に
な

さ
い
」

と
中
々
漫
画
家
に
な
る
こ
と
は
許
し
て
く

れ
な
か
っ
た
。

「
ど
う
し
て
も
漫
画
家
一
本
で
や
り
た
け

れ
ば
、
漫
画
の
収
入
が
今
の
お
勤
め
の
サ

ラ
リ
ー
の
6
倍
に
な
る
こ
と
が
目
安
で
す

よ
」

と
常
々
仰
っ
て
お
ら
れ
た
。

先
生
が
鎌
倉
に
お
住
ま
い
の
頃
、
鎌
倉
山

の
お
宅
に
お
邪
魔
し
て
、

「
二
足
は
辛
い
の
で
も
う
そ
ろ
そ
ろ
」
な

ん
て
ジ
ク
ジ
ク
言
っ
て
い
る
と
、

「
6
倍
に
な
っ
た
の
？
」
と
牽け

ん

制せ
い

さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
8
年
、
ボ
ク
は
40
歳
の
時
の
会

社
の
異
動
を
機
に
退
職
。

先
生
に
は
事
後
報
告
に
な
っ
た
。

「
先
生
、
二
足
の
わ
ら
じ
、
卒
業
し
ま
し

た
。
全
然
6
倍
に
は
程
遠
い
の
で
す
が

…
」
と
言
う
と
。

先
生
は
「
そ
う
、
お
め
で
と
う
！
」

と
祝
っ
て
下
さ
っ
た
。

永
井
先
生
は
ボ
ク
の
絶
対
的
理
解
者
だ
っ

た
。

そ
の
後
先
生
は
東
京
に
、
一
時
期
先
生
の

お
宅
と
ボ
ク
の
仕
事
場
が
5
分
圏
内
に
。

時
々
先
生
の
散
歩
に
遭
遇
す
る
こ
と
も
。

嬉
し
か
っ
た
。
先
生
は
颯さ

っ

爽そ
う

と
若
々
し
く

歩
い
て
お
ら
れ
た
。

ボ
ク
が
車
で
遭
遇
し
た
時
、

「
先
生
！　

お
送
り
し
ま
し
ょ
う
か
？
」

と
言
う
と
、

「
歩
き
な
さ
い
、
あ
な
た
歩
く
の
よ
」

永
井
路
子
先
生
、
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

1945年神戸市生まれ。早稲田
大学卒業後、サラリーマン生活
を送りながら漫画の制作を始
める。1974年『ビッグコミッ
ク』の第13回コミック賞入選。
著書に『ハートカクテル』『ハ
ナドキロード』『菜』など多数

わたせさんの
最新情報はこちら▶

　『ハートカクテル』などで知られる漫画家・イラストレーターのわたせせいぞうさん。古河市出身の奥様と
のつながりで永井さんとは親交があり、また、漫画家を志すきっかけをつくってくれた恩師でもあるそうです。
　本号発行に際し、わたせさんから追悼のコメントをいただきました。

©Mariko Tagashira

追悼 永井路子
～透徹なる歴史への眼差し～
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>>>>>

　
永
井
先
生
は
「
歴
史
と
は
、
人
間

と
は
、
そ
し
て
歴
史
小
説
と
は
何

か
」
を
追
い
つ
づ
け
、
そ
れ
こ
そ
日

本
全
史
に
わ
た
り
、
数
多
く
の
傑
作

を
世
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
丹

念
な
史
料
検
討
に
基
づ
く
独
自
の
歴

史
解
釈
で
描
か
れ
た
作
品
は
、
文
壇

の
み
な
ら
ず
歴
史
学
界
か
ら
も
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性

史
研
究
の
成
果
を
い
ち
早
く
取
り
入

れ
、
歴
史
に
お
け
る
女
性
の
役
割
に

光
を
当
て
て
新
た
な
ヒ
ロ
イ
ン
像
を

世
に
問
う
て
き
た
こ
と
も
永
井
文
学

の
大
き
な
特
徴
と
言
え
ま
す
。

　
数
多
く
の
名
作
か
ら
６
冊
し
か
選

べ
な
い
の
は
ま
さ
に
苦
行
で
し
た

が
、
こ
こ
で
は
文
学
賞
受
賞
作
や
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
と
い
っ
た
一
般
的
な
基

準
だ
け
で
な
く
、
永
井
文
学
の
も
う

一
つ
の
特
徴
、
叙
述
形
式
の
多
様
さ

に
も
留
意
し
つ
つ
、
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
オ
ス
ス
メ
リ
ス
ト
を
作
っ
て

み
ま
し
た
。

古河文学館長のオススメ

　なんと言っても外せないのが本
作。阿

あ

野
の

全
ぜ ん

成
じょう

、梶原景時、阿
あ

波
わ の

局
つぼね

、北条義時を主人公とした4つ
の短編を連作形式にして鎌倉幕府
成立の深部を描いた直木賞受賞
作。その独自の史料解釈は歴史学
者からも高く評価された。

　学生時代の先生の座右の書で
あった『万葉集』。その中から愛
の歌を取り上げて鑑賞しつつ、万
葉人の愛の純粋さ、さらには日本
人の心の形、愛の形を考察してい
る。もちろん「まくらがの許

こ

我
が

」
の歌にも触れている。

炎
え ん

環
か ん

万
ま ん

葉
よ う

恋
れ ん

歌
か

　次々と直木賞作家を輩出した伝
説の同人誌『近代説話』の先輩・
寺内大吉との対談集。それぞれの
生い立ちから若き文学修業時代、
ペンネームの由来なども語られて
いる。先生の古河時代を知るのに
うってつけの作品。

　毎日芸術賞受賞の本作もやはり
外すことができない一冊。構想
四十余年、岩倉具視と明治維新の
真の姿を描ききり「これを抱えつ
づけることで私は死なずに生きて
きた」と先生がおっしゃる、まさ
に永井文学の集大成。

史
し

脈
み ゃ く

瑞
ず い

應
お う

岩
い わ

倉
く ら

具
と も

視
み

　歴史小説家・永井路子が描く現
●

代
●

小説。『万葉集』の相聞歌から
古代史の愛憎渦巻く人間模様に興
味を抱いた女子大生を主人公に、
現代と古代を交差させながら、女
性の自立や愛のありようといった
問題に迫る。

　『永井路子歴史小説全集』の収
録作の中から、時代順に女性の登
場人物を概説したエッセイ。いわ
ば「永井文学・虎の巻」「日本女
性史アラカルト」。やわらかな語
り口調で読みやすく、長編との併
読がオススメ。

茜
あ か ね

さす 美女たちの日本史

　文学館の開館当初から学芸員として永井さんと接してきた秋澤館長に、オススメの6冊を紹介していただきました。こ
の機会に、ぜひ、永井作品を手に取ってみてください。

秋澤正之　館長
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　令和6年度から個人住民税(市・県民税)の均等割と併せて、1人当たり年額1,000円が課税されます。森林
環境譲与税として森林整備や人材育成、木材利用促進・普及啓発などの費用に充てられる税金です。
　なお、個人住民税の均等割が非課税の人でも、一部森林環境税が課税される場合があります。詳細は、総
務省ホームページをご覧ください。

【問】 市民税課℡22-5111

国

都道府県

市町村

納税義務者

森林環境税
(1,000円/年)

※令和6年度開始。

森林環境譲与税
※令和元年度開始。

市町村

都道府県

市町村の支援

※復興増税として、平成26年度から個人住民税の均等割と併せて課税されている1人当たり年額1,000円は、
令和5年度で終了します。

森林環境税・森林環境譲与税の仕組み

令和6年度から適用される主な市・県民税の税制改正

国外居住親族に係る扶養控除等の見直し

上場株式等の配当所得等に係る課税方式の統一

　30歳以上70歳未満の国外居住親族について、控除の対象となる扶養親族の要件が厳格化され、次のいず
れにも該当しない場合は扶養控除および非課税限度額の算出に係る扶養親族から除外されます。

　・留学により非居住者になった人
　・障がい者
　・扶養控除等を申告する納税義務者から年間38万円以上の生活費または教育費を受けている人

　特定配当等に係る所得および特定株式等譲渡所得金額に係る所得の申告は、これまで所得税と個人住民税
で異なる課税方式を選択できましたが、令和5年分の申告からは課税方式を所得税と一致させることとなり
ます。
　所得税で特定配当等および特定株式等譲渡所得金額に係る所得を確定申告すると、これらの所得は住民税
でも所得に算入されます。

森林環境税(国税)の課税開始と 
市・県民税の税制改正のご案内
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有効期間　令和6年1月1日～6月30日
対象　市内在住の75歳以上
助成額　24,000円(500円券×48枚)
※期間内1人1回限り。

※運賃によって助成限度額が設定されています。
申請期間　12月1日㈮～令和6年5月31日㈮
申請方法　 高齢介護課、 市民総合窓口課、
市民総合窓口室で申請

　高齢者の外出支援を目的に、75歳以上の人がタクシーを利用した際、運賃の一部を助成します。助成を
受けるためには申請が必要です。

【問】 高齢介護課℡92-4921

タクシー運賃 助成限度額
1,000円未満 利用できません

1,000円～1,999円 500円分
2,000円～2,999円 1,000円分
3,000円～3,999円 1,500円分

4,000円以上 2,000円分

ー　利用までの流れ　ー

①助成を希望する人は申請期間内に手続き
をしてください
②審査後、自宅に助成券「ふくとく・チ
ケット」が郵送されます
③タクシーを利用した際「ふくとく・チ
ケット」に利用者名を記入し、助成額を差
し引いた運賃と一緒に運転手へお渡しくだ
さい
※利用できるタクシー会社は制度に登録し
ている事業者のみです。
※デマンド交通(乗合タクシー)「愛・あい
号」では使用できません。

高齢者外出支援タクシー運賃助成 
「ふくとく・チケット」が始まります

　市では、SDGsパートナー登録制度を創設し、市内各団体等が行うSDGs達成に向けた自主的な取り組み
を支援しています。市内におけるSDGsに対する取り組みの拡大・活性化につなげることで、市の持続可能
な発展を図ることが目的です。SDGsの推進にご協力いただける団体等を募集しています。

【問】 企画課℡92-3111

　国際連合が採択した持続可能な開発目標のことで、2030年までに達成すべき17の目標から成り立ちます。
これらの目標は、世界中の課題や問題に対処し持続可能な未来を築くための指針となっています。

皆さんが行っている節
水・節電などもSDGsに
対する取り組みだよ！

SDGsとは…

古河市SDGsパートナーを募集しています

対象
目的に賛同し、SDGs達成に向けた取り組みや普及活動などを行っている、ま
たは実施したい市内の団体(企業、市民団体、特定非営利活動法人等)
メリット
・古河市オリジナルロゴ入り登録証の発行
・市ホームページ等で各団体の取り組みを掲載
・SDGsの情報や学習会の機会を提供
・市や他の組織との連携事業への発展
登録方法
右の2次元コードから必要事項を入力し、ご登録ください

▲オリジナルロゴ
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全国大会出場 ・表彰

【女子サッカー競技】
後

ご

藤
と う

璃
り

胡
こ

さん(福井工業大学附属福井高等学校)

令和5年度全国高等学校総合体育大会
サッカー競技大会

【女子団体】
久

く

保
ぼ

谷
や

凛
り ん

さん(高崎健康福祉大学高等学校)

令和5年度全国高等学校総合体育大会
剣道大会

【中学生の部】
内
う つ

海
み

碧
あ お

葉
ば

さん、大
お お

嶋
し ま

萩
しゅう

一
い ち

さん、櫻
さくら

井
い

菜
な

成
な

さん(青
雲塾剣誠会)

第57回全国道場少年剣道大会

【カブ女子シングルス】
柳
やなぎ

舞
ま

優
ゆ う

さん(SPCジュニア)

全農杯2023年全日本卓球選手権大会

差
さ し

波
な み

妙
た え

子
こ

さん、松
ま つ

田
だ

せらさん、高
た か

本
も と

瑚
こ

子
こ

さん(茨
城ガールズ)

NPBガールズトーナメント2023
全日本女子学童軟式野球大会

【3位：女子団体】
久保谷凛さん

(高崎健康福祉大学高等学校)

令和5年度全国高等学校総合体育大会
剣道大会

【3位：女子サッカー競技】
後　璃胡さん

(福井工業大学附属福井高等学校)

令和5年度全国高等学校総合体育大会
サッカー競技大会

　統計調査で得られた数値は、各種行政施策や社会・経済活動の指標となる資料として、さまざまな分野で
幅広く活用されています。調査対象となる世帯や事業所・企業の皆さんは、調査へのご理解とご協力をお願
いします。

【問】 企画課℡92-3111

「統計の日」とは

　明治3年9月24日、日本で最初の近代的生産統計「府県物産表」に
関する太

だ

政
じょう

官
か ん

布告が公布されました。この日を太陽暦に換算した10
月18日を「統計の日」としています。

統計調査

　統計調査には、調査の中でも最も知られている国勢調査をはじめ、
経済センサス、農林業センサス、住宅・土地統計調査、工業統計調査
などがあります。社会・経済のあらゆる指標を集めるためにさまざま
な調査が行われています。

10月18日は「統計の日」です

R5年度の
主な統計調査

〇住宅・土地統計調査
〇労働力調査
〇小売物価統計調査
〇家計調査
〇毎月勤労統計調査
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ブラク

子どもの睡眠

【問】 子育て包括支援課℡48-6881

②お風呂はぬるめにする
　寝る前に熱いお湯に漬かると、体温が上がり寝付
きが悪くなるため、ぬるめのお湯に漬かります。就
寝時間から逆算して早い時間に入浴するのも良いで
しょう。
③寝る前のゲームや明るい光を避ける
　脳の活動が活発になるゲームや、テレビのような
明るい光は寝付きが悪くなります。
④眠るための習慣を作る
　絵本を読むなど、眠るための習慣を作ることで、
寝付きやすくなります。

　中には睡眠のリズムができにくい子どももいま
す。朝は決まった時間に起き、日中の活動を十分に
することから始め、生活リズムを整えてみましょう。

寝かしつけのポイント

　睡眠中は、脳や体の疲労を回復するとともに、多
くの成長ホルモンが分泌されます。成長ホルモン
は、骨や筋肉を作ること、免疫力を高めて病気に負
けない体や肥満細胞を分解して太りにくい体を作る
ことなど、さまざまな効果があり、子どもにとって
重要な物質です。夜は早く寝て、朝はすっきり起き
てほしいと考える保護者は多いと思いますが、寝付
かずに遊んでしまい就寝時間が遅くなるなど、保護
者の悩みの種になることがあります。

①昼寝は早めに終わらせる
　夕方まで昼寝をすると夜の寝付きが悪くなるた
め、15時から15時30分くらいまでに起こします。

抹茶CAFE　和香
日本の伝統文化×カフェ

こがキラメンバー　ゆきらこ

　日本古来の“お茶文化”を気軽に、でも、
ぎゅっと味わえる「抹茶CAFE　和

わ

香
こ う

」さん。抹
茶やほうじ茶のパフェをはじめ、抹茶粥

が ゆ

やワッフ
ルも味わえます。土曜日は本格的なお茶をたてる
プライベートレッスン(要予約)も行っており、茶
道体験を通して自分の内面を見つめ直せます。あ
なたも心磨きができるすてきな時間を過ごしてみ
ませんか？

【店舗概要】
営業時間：11時～16時
住所：諸川917-2
電話：080-4595-5223
定休日：不定休

営業日などの
情報はこちら
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▲一本一本愛情を込めて育てます

大お

和わ

一
正
さ
ん(

東
本
町)

国
境
を
越
え
て
広
が
る
交
流
の
輪

　
熱
帯
な
ど
暖
か
い
地
域
で
栽
培
さ
れ
る
南
米
原
産
の
イ
モ

の
一
種
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
。
日
本
で
は
な
じ
み
の
薄
い
作
物
で

す
が
、
ブ
ー
ム
に
も
な
っ
た
タ
ピ
オ
カ
の
原
料
と
し
て
も
知

ら
れ
、
間
も
な
く
収
穫
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　
生
産
者
の
大
和
さ
ん
に
栽
培
を
始
め
た
き
っ
か
け
や
、
栽

培
に
か
け
る
思
い
な
ど
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

キ
ャ
ッ
サ
バ
の
生
産
者

▲根が食用部分になります ▲約800本が育つキャッサバ畑

　
大
和
さ
ん
が
キ
ャ
ッ
サ
バ
の
栽
培
を
始

め
た
の
は
2
年
前
。
知
人
の
ブ
ラ
ジ
ル
人

女
性
か
ら
の
「
故
郷
の
味
、
キ
ャ
ッ
サ
バ

を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
一
言
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
と
話
し
ま
す
。
最
初
は
栽
培

方
法
な
ど
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た
そ
う
で

す
が
、
人
を
喜
ば
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち

か
ら
、
上
辺
見
に
あ
る
知
人
の
畑
を
借
り

て
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　
開
始
当
初
、
何
も
分
か
ら
な
い
大
和
さ

ん
が
ま
ず
向
か
っ
た
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
人

住
民
が
多
い
群
馬
県
大
泉
町
。
役
場
で
紹

介
さ
れ
た
農
家
か
ら
栽
培
方
法
を
学
び
、

苗
木
を
譲
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
時

に
知
り
合
っ
た
農
家
は
、
今
で
も
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
と
相
談
を
す
る
師
匠
の

よ
う
な
存
在
で
す
。
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら

少
し
ず
つ
知
見
を
深
め
、
作
付
け
の
規
模

を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
の
収
穫
日

に
は
母
国
の
味
を
求
め
る
多
く
の
外
国
人

が
集
ま
り
、
畑
の
周
り
に
は
た
く
さ
ん
の

笑
顔
が
溢
れ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。
口
コ

ミ
で
評
判
が
広
が
り
、
そ
の
要
望
に
応
え

る
た
め
今
年
は
昨
年
の
10
倍(

約
３
ト
ン)

の
収
穫
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
今
後
は
さ
ら
に
畑
を
広
げ
、
さ
ま
ざ

ま
な
農
作
物
の
栽
培
に
も
挑
戦
し
た
い
」

と
夢
を
語
る
大
和
さ
ん
。
一
人
で
も
多
く

の
人
を
笑
顔
に
す
る
た
め
、
日
々
作
業
に

励
ん
で
い
ま
す
。
食
を
通
じ
て
笑
顔
で
つ

な
が
る
交
流
の
輪
は
、
さ
ら
に
広
が
っ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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お子さんの写真を募集中！ ＜対象＞ 0〜3歳の市内在住のお子さん　＜応募方法＞ メール・電話で受付中。メールの
場合は件名を「今月の古河っ子応募」とし、本文に「お子さんの氏名(ふりがな)・生年月日・父母の氏名・住所・電話
番号」を明記し、city.pr@city.ibaraki-koga.lg.jp( シティプロモーション課℡92-3111)へ申し込みください♪

今月の古河っ子
いいこが育つ古河

食べた人を笑顔にする和菓子職人

阿久津夢
ゆ め

さん  三和東中学校3年生

　和菓子には季節を感じることのできる魅力があり
ます。初めて和菓子を見た時の感動は忘れられませ
ん。色も形も本当にきれいでした。実際に和菓子を
作りたくなり、体験に参加しました。三角べら等を
使って細部を表現するのは難しかったですが、私は
オリジナルの和菓子を作りたいという気持ちが強く
なり和菓子職人を目指そうと思いました。
　あんこが苦手で和菓子を食べられない友達でも食
べられるような和菓子を私が作って、好きになって
もらいたいです。

歌とダンスが大好き♡これか

らもたくさん遊ぼうね！

(父：雄亮、母：ゆかり)

忍
お し

田
だ

愛
え

真
ま

 ちゃん(右)

(令和3年4月生まれ・松並)

元気いっぱいおてんば娘♡わ

が家のアイドル♡
(父：貴司、母：智晶)

毎日、幸せと笑顔をありがと

う♡これからも大好きだよ！

(父：隼平、母：由紀)

関
せ き

口
ぐ ち

然
ぜ ん

 くん

(令和4年1月生まれ・水海)

これからも元気いっぱい遊ん

でね！

(母：郁果)

酒
さ か

井
い

陽
や

蒼
ひ ろ

 くん

(令和2年6月生まれ・上辺見)

諏
す

訪
わ

秋
し ゅ う

之
の

亮
す け

 くん

(令和3年10月生まれ・旭町)

13   -  広報古河　2023.10



「
結
城
合
戦
絵
詞
」
の
詞
書

　
「
鎌か

ま

倉く
ら

殿ど
の

の
次
男
三
男
の
若
君
に
春

王
殿
、
安
王
殿
と
て
兄
弟
二
人
ま
し
ま

し
け
り
。
め
の
と
賢か

し
こ

く
し
て
下し

も

野つ
け
の

国く
に

へ
下
し
た
て
ま
つ
り
、
日
光
山
の
衆
徒

を
頼
み
て
住
ま
せ
申
た
て
ま
つ
り
け

り
。
そ
の
御
姿
、
人
に
す
く
れ
て
、
御

心
、
誠
に
優
に
ま
し
ま
し
て
詩
歌
の
道

に
も
達
し
た
ま
へ
は
、
一
寺
の
寵ち

ょ
う

愛あ
い

、

近
山
の
賞し

ょ
う

翫が
ん

、
こ
の
君
に
ぞ
極
ま
り
け

る
」

　
こ
の
引
用
は
「
結ゆ

う

城き

合か
っ

戦せ
ん

絵え

詞こ
と
ば

」
と

い
う
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
所
蔵
さ

れ
る
絵
巻
、
そ
の
詞こ

と
ば

書が
き

冒
頭
の
一
節
で

す
。
こ
の
絵
巻
は
、
15
世
紀
に
成
立
し

て
い
た
と
い
い
、
結
城
合
戦
を
描
く
も

の
の
中
で
最
も
古
い
成
立
年
代
を
有
す

る
貴
重
作
品
で
、
国
の
重
要
文
化
財
に

も
指
定
さ
れ
た
逸
品
と
い
っ
て
よ
い
で

し
ょ
う
。

　
幅
３
８
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

こ
の
絵
巻
に
は
、
４
代
目
鎌
倉
公く

方ぼ
う

の

足
利
持も

ち

氏う
じ

と
そ
の
補
佐
役
で
あ
る
関
東

管か
ん

領れ
い

上
杉
憲の

り

実ざ
ね

の
対
立
に
端
を
発
し
て

永え
い

享き
ょ
う

10(

１
４
３
８)

年
に
発
生
し
た
戦

乱
で
あ
る
「
永
享
の
乱
」、
室
町
将
軍

6
代
目
の
足
利
義よ

し

教の
り

の
命
に
よ
り
討
伐

の
対
象
と
な
っ
た
持
氏
が
切
腹
す
る
様

子
、
ま
た
難
を
逃
れ
た
持
氏
の
次
男
・

三
男
で
あ
る
春
王
丸
と
安
王
丸
に
お
け

る
そ
の
後
の
顛て

ん

末ま
つ

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
的
豪
族
層
の
旗
頭

　
と
こ
ろ
で
、
引
用
し
た
詞
書
は
ご
く

一
部
で
あ
る
も
の
の
、
春
王
丸
と
安
王

丸
、
す
な
わ
ち
討
ち
取
ら
れ
た
鎌
倉
公

方
足
利
持
氏
の
次
男
と
三
男
に
あ
た
る

若
君
に
対
す
る
期
待
の
念
を
か
い
ま
見

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
曰い

わ

く
、
持
氏
遺
児
に
、
春
王
丸
・
安

王
丸
と
い
う
兄
弟
の
若
君
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
。
鎌
倉
を
退
去
し
た
春
王

丸
・
安
王
丸
は
、
乳
母
の
機
転
に
よ
り

修
行
に
励
む
日
光
山
の
衆
徒
に
取
り
紛

れ
て
隠
れ
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

容
姿
は
も
と
よ
り
、
お
心
も
人
並
み
優

れ
て
い
て
、
そ
の
上
、
詩
歌
の
道
に
も

達
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
カ
リ
ス

マ
性
に
よ
り
瞬
く
間
に
寵
愛
と
賞
翫
を

得
る
の
で
あ
っ
た
…
。

　
い
さ
さ
か
の
誇
張
が
あ
る
に
せ
よ
、

鎌
倉
公
方
足
利
氏
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
力

は
、
小
山
・
結
城
・
宇
都
宮
・
千
葉
・

那
須
・
小お

田だ

氏
と
い
っ
た
伝
統
的
豪
族

層
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い

た
の
で
す
。

春
王
丸
・
安
王
丸
に
か
け
る
希
望

　
足
利
持
氏
、
そ
し
て
嫡
男
義
久
の
戦

死
に
よ
り
、
鎌
倉
公
方
は
不
在
と
な
り

ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
関
東
管
領
上

杉
氏
の
権
力
が
強
大
と
な
り
、
と
き
に

所
領
を
奪
わ
れ
る
な
ど
の
脅
威
に
晒さ

ら

さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
伝
統
的
豪
族
層
た

ち
が
、
持
氏
の
頃
の
よ
う
な
鎌
倉
公
方

の
復
活
と
回
帰
に
よ
る
秩
序
を
期
待
す

る
こ
と
は
、
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
永
享
12(

１
４
４
０)

年
3
月
、
下
総

国
結
城
の
城
主
、
結
城
氏う

じ

朝と
も

・
持も

ち

朝と
も

父

子
を
筆
頭
に
持
氏
の
残
党
た
ち
は
、
持

氏
遺
児
の
春
王
丸
・
安
王
丸
を
擁
立
し

て
、
つ
い
に
室
町
幕
府
に
対
す
る
反
乱

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
こ
の
戦
い
は
歴

史
上
に
「
結
城
合
戦
」
と
刻
ま
れ
て
お

り
、
の
ち
に
古
河
公
方
誕
生
に
繋
が
る

重
要
な
合
戦
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
顛

末
と
古
河
公
方
誕
生
へ
の
経
緯
な
ど
、

こ
こ
か
ら
が
肝
心
な
と
こ
ろ
で
す
が
、

遺
憾
な
が
ら
す
で
に
紙
幅
に
余
裕
が
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
続
き
は
次
号
に
て
、

あ
し
か
ら
ず
お
許
し
願
い
上
げ
ま
す
。

　
な
お
「
結
城
合
戦
絵
詞
」
は
、
10
月

7
日
か
ら
当
館
初
お
目
見
え
と
な
り
ま

す
。
企
画
展
「
古
河
公
方
足
利
氏
」、

ご
観
覧
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

古
河
歴
史
博
物
館
学
芸
員

　
永
用
俊
彦

春
王
・
安
王
の
死

古
河
公
方
の
誕
生
前
史(

上)

▲国重文「結城合戦絵詞」(部分)国立歴史民俗博物館蔵
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パウロ ナワルさん
フィジー共和国
64才
リハビリ助手、7人制ラグビー男子日本代表
サポートコーチ

古河図書館

【児童/絵本】
はねをならべて

キャレン・レヴィス　作
　コウノトリのクレペタンと
マレナは、1年中、どんな時
も一緒だった。ある日、大け
がをして飛べなくなってし
まったマレナを残して、クレ
ペタンは冬を越すために南へ
と旅立つが…。実話をもとに
した、遠い距離をつなぐ絆の
物語。

出版社…BL出版

【一般書/小説】
勿
わ す

忘
れ な

草
ぐ さ

をさがして
真紀涼介　著

　トラブルで部活を辞めうっ
屈した日々を送る航大。親切
にしてくれたおばあさんの家
を探していたところ、美しい
庭を手入れする無愛想な大学
生拓海と出会う。拓海は植物
への深い造形と誠実な心で、
航大と共に謎に向き合い…。

出版社…東京創元社

【児童書】
ふしぎ草子

富安陽子　作
　子どもたちが帰った小学校
で、どこからかポロンとピア
ノの音が聞こえてきた。先生
が、今は使われていない古い
音楽室の戸を開けると、そこ
にいたのは…。「ピアノ」を
はじめ、こわい話・あやしい
話・ふしぎな話、全8話を収録。

出版社…小学館

【一般書】
地図は語る
ジェームズ・チェシャー　著
　この100年、地球はどれく
らい暑くなった？　男女の家
事負担、各国はどれくらい？
　世界でいちばん不便な場所
はどこ？　人類の歴史から人
間の活動、これからの世界ま
で、多様なデータを地図とい
う形で可視化し、読み解く。

出版社…日経ナショナル
ジオグラフィック

Name
From
Age
Job

　ラグビー選手だったことがきっかけで32年前に
来日しました。古河には友人の紹介で3年前に移住
し、市外の病院で患者のサポートやフィジー代表の
経験を生かしたラグビーの指導をしています。古河
は自然も多く、暮らしやすくて大好きなまちです。

　引っ越して来た
ばかりで何も分か
らなかったとき、
周りの人に親切に
してもらいました。

15   -  広報古河　2023.10



　

▲コート上で汗を光らせながらプレーする選手たち

スポーツを楽しみ、親睦を深めよう
第14回古河市行政自治会親善
バレーボール大会

▲数人ずつのグループに分かれ活発な議論が交わされました

古河で暮らすと〇〇だね
古河市ブランド戦略
市民ワークショップ
　8月27日、とねミドリ館で市民ワーク
ショップ「こがでくらすとを探そう」を
開催しました。
　10代～70代のさまざまな世代や立場
の市民43人が参加し、古河で暮らすこ
との良さや魅力について、自由に意見を
出し合うグループワークを実施。参加者
からは「私の知らない古河の魅力を発見
できた」「今日議論した内容をたくさん
の人に発信し、共有したい」などの声が
聞かれました。

　8月27日、イーエスはなもも体育館とゴヨーふ
れあいスポーツセンターで第14回古河市行政自
治会親善バレーボール大会を開催しました。
　当日は自治会・行政区から、9人制バレーボー
ルと4人制ソフトバレーボールに39チームが参
加。選手たちはチーム一丸となってボールをつな
ぎ、白熱した試合を繰り広げました。

みんなで作った料理はおいしいね！
夏休みおやこ料理教室

▲猫の手を意識して丁寧に野菜を切っていきます

　8月3日・4日・24日、古河福祉の森会館と健
康の駅で夏休みおやこ料理教室を開催しました。
　食生活改善推進員による紙芝居やエプロンシア
ターなどを見た後、参加者はおにぎらずや野菜
スープ作りに挑戦。子どもたちは慣れない包丁に
戸惑いながらも、みんなで協力し楽しく調理をし
ていました。
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ぼくらの音楽を楽しもう
古河市青少年
軽音楽フェスティバルVol.11

▲一生懸命演奏する姿に熱い声援が送られていました

　8月19日、サンワックスホールスペースU古河
で古河市青少年軽音楽フェスティバルVol.11が
開催されました。
　当日は、市内にある高校・中等教育学校のバン
ド12組が日頃の練習の成果を披露。迫力あるパ
フォーマンスに観客も一体となり、会場は大いに
盛り上がっていました。

▲インドと日本の文化の共通点など、参加者からの質問に答える金田氏

境界から生まれるもの
古河文学館スポット展示
文学とアートの境界
　8月26日、古河文学館で「境界を超え
るアート～金田卓也　美術と文学の境界
～」のオープニングトークイベントを開
催しました。
　インド出身の小説家アミタヴ・ゴー
シュ作の『飢えた潮

うしお

』を翻訳した岩堀兼
一郎氏と表紙装画を担当した金田卓也氏
がゲストとして参加。作品を題材にし
て、文化や美術などさまざまな境界につ
いてトークを行った後、参加者全員で昼
食のカレーを楽しみました。

FOOD＆GOODS＆MUSIC
古河駅前夜市

　9月10日、古河駅西口おまつり広場と駅前西口
交番前で、古河駅前夜市が開催されました。
　当日はライブやダンスなどのステージイベント
が行われたほか、さまざまな飲食店や物販店が
31店舗出店。来場者たちはビールなどのドリン
クを片手に、おいしい料理や心地良い音楽を楽し
んでいました。

▲暑さが和らいだ夕暮れ時にビールを味わう来場者
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　あなたのくらしに欠かせない古河の魅力は
何ですか？　右の送信フォームから教えてく
ださい。お送りいただいた写真の中から、毎
月1枚掲載します。

皆さんの「こがでくらすと」募集中！

～みんなに伝えたい古河の魅力～

【問】 シティプロモーション課

　あなたのくらしに欠かせない古河の魅力は
何ですか？　右の送信フォームから教えてく
ださい。お送りいただいた写真の中から、毎
月1枚掲載します。

皆さんの「こがでくらすと」募集中！

朝の散歩道

　朝のジョギングが日課です。犬を散歩させている人た
ちから「頑張ってるね」など声をかけてもらうこともあ
り、会話を楽しんでいます！
　夏休み中は、エネルギーが有り余った娘たちとも散歩
を楽しみました。ちょうどよく朝日を見ることができ
て、太陽のエネルギーをもらえました♪

古河市在住41年　 山口香織 さん

こがでくらすと
散歩が楽しい！ 朝活は私の元気の源！

◀

令和5年10月1日発行
発行：古河市役所　〒306-0291 茨城県古河市下大野2248 ℡ 0280-92-3111
編集：シティプロモーション課　Mail：city.pr@city.ibaraki-koga.lg.jp

読者アンケート

city.pr@city.ibaraki-koga.lg.jp
（タイトルは「読者アンケート応募」とする）

〒306-0291  茨城県古河市下大野2248
古河市役所　 シティプロモーション課

Q１   今月号で良かった内容や写真があれば教えてください

Q２   取り上げてほしい内容や企画があれば教えてください

Q３   お気に入りの場所やオススメのお店を教えてください

アンケート

※お寄せいただいたご意見等は、紙面に掲載する場合があります。また、ご
意見には個別回答いたしませんのでご了承ください。

「アンケートの回答・住所・氏名・ペンネーム・年齢」を明
記の上、下記宛先までご応募ください

は が き で 応 募

メ ー ル・ 2 次 元 コ ー ド で 応 募

今月のプレゼント

10/16
必着

※アンケート回答者の中から抽選でプレゼントが当たります。
※当選者には引換券をお送りします(品物は発送しません)。

【お店をPRしませんか】
読者アンケートのプレゼントを提供していただけるお店を随時募集
しています。詳細は、シティプロモーション課までご連絡ください

ドリップバッグコーヒー(5個入り)　
5名様

オールドリバー
コーヒーロースターズさん

からのプレゼント
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